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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23年４月 14日に公表いたしました平成 24年２月期第２四

半期累計期間及び通期の業績予想について、下記の通り修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 24年２月期第２四半期累計期間（平成 23年３月１日～平成 23年８月 31日） 

（連結）                                        （単位：百万円） 

 営業総収入 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 230,000 28,500 27,600 5,300 53 円 07 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 240,000 32,500 32,600 8,900 89 円 11 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 10,000 4,000 5,000 3,600 －

増 減 率 （ ％ ） 4.3 14.0 18.1 67.9 －

（ご参考）前年同期実績 221,205 30,148 29,690 12,288 123 円 44 銭

 

（個別）                                        （単位：百万円） 

 営業総収入 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 132,000 26,200 25,500 6,500 65 円 08 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 136,800 29,600 29,600 9,100 91 円 12 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 4,800 3,400 4,100 2,600 －

増 減 率 （ ％ ） 3.6 13.0 16.1 40.0 －

（ご参考）前年同期実績 133,400 27,187 26,798 12,660 127 円 18 銭

 

 

 



 

 

２．平成 24年２月期通期（平成 23年３月１日～平成 24年２月 29日） 

（連結）                                        （単位：百万円） 

 営業総収入 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 461,000 57,500 55,400 19,800 198 円 26 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 473,000 61,500 60,400 23,500 235 円 31 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 12,000 4,000 5,000 3,700 －

増 減 率 （ ％ ） 2.6 7.0 9.0 18.7 －

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 441,277 55,540 54,594 25,386 254 円 61 銭

 

（個別）                                        （単位：百万円） 

 営業総収入 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 262,000 52,100 50,300 19,600 196 円 26 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 268,000 55,500 54,400 22,200 222 円 29 銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 6,000 3,400 4,100 2,600 －

増 減 率 （ ％ ） 2.3 6.5 8.2 13.3 －

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 263,209 50,210 49,312 24,643 247 円 15 銭

 

３．修正の理由 

個別並びに連結子会社の第２四半期累計期間の業績見込みを踏まえ、業績予想を修正するものです。 

第２四半期累計期間においては、米飯類やデザート、カウンターファストフードなどの中食系オリジナル食品や、

日用品、タバコの売上が好調に推移し、さらには夏場の気温の上昇に伴い季節商材の売上が伸び、営業利益の増

加に繋がりました。また、東日本大震災に関する特別損失も当初予定を下回る見込みです。さらには連結子会社

の業績も堅調に推移した結果、第２四半期累計期間の業績予想を修正することといたしました。 

また、通期業績予想につきましても、第２四半期累計期間の業績見込みを踏まえ、連結・個別業績予想を修正す

るものです。 

 

（注）上記の予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含ま

れております。従いまして、実際の業績は様々な要因により上記の業績予想とは異なることがありますこ

とをご承知おきください。 

以 上 


